
昭和 48年度 (問題)

午前の部

1. 確率変数Xが指数分布陀従うとき

pcx三三a+:I: J Xミa)=P(X豆x) 

が成り立つととを証明せよ。乙とに，

a， x> 0 

〔問〕

2. ある自動車保険で，初年度の保険料はp，第 t年度 (t=1， 2，……)Vl:保険金支払事由

の発生がまかった場合は，第 t+ 1年度の保険料は，第 t年度の保険料の入倍 (O<^<1) 

K左り，第 t年度K保険金支払事由の発生があった場合Kは，第t+ 1年度の保険料は，初年

度と同じPとなる。

どの年度でも，保険金支払事由の発生のある確率はqとする。また，契約は無限K続くもの

とするの

(叫 第n年度 (nと2)の保険料がμpである確率P必(必=0， 1， 2，…・・・，n - 1 )を求

めよ。

(b) 第n年度の保険料の期待値の n→ooVl:お、ける極限値を求めよ。

3. ある群団K属する人がある菌をもっている確率は aである。

ζの菌K関する検査法が4つあり，検査Ti(i=1，2， 3， 4)で，保菌者が陽性と在る

確率はbi'無菌者が陽性と左る確率はciとする。また，各検査法は，たがいに独立とする(す

左わち，たとえば検査もで保菌者が陽性と出れば，検査T2でも陽性が出やすいとか，あるいは

その逆というよう左乙とが左いJ。

との群団のある人が検査T1，T2で陽性，T3で非陽性であった。

{司 との人が保菌者である確率を求めよ。

(同 との人が，検査もで陽性と左る確率を求めよ。
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〔問〕

午後の部

4. 買切り制で，週刊紙を販売している売庄がある。 1部 G円で仕入れて b円で売るものとす

る。毎週の需要冊数Xは平均入のポアソン分布K従うとする。 n部仕入れるときの利益(売れ

残りは，全額損失とする。)の期待値を，ポアソン分布表からえた次の 2つの数値πo，;nを使っ

て求めよ。

n 】 Z
πo=e-).2:二
x; 0 x! 

n -1 1 x 
πl=e-). 2: ー
.ドox! 

5. A， Bを確率事象とするとき，

AとBとの和事象を A+B 

AとBとの積事象を AB 

Aの余事象を AC 

のように表わすζ とKする。

(a) P (A十 B)=P(A)+P(B)-P(AB)

という公式を使って，

P(A+B+C)~P(A)+P(B)+P(C) 

-P(AB)-P(AC)-P(BC) 

+P (ABC) 

という公式を導き出せ。

(ω 1から 3までの目を 2つずつもち 4以上の自の左いさいとろがある。このさいとろを n

回ふっての目 i=じ 2， 3)が1回も出左いという事象をAniで表わす。

乙のAniという記号を使って n回 (n ミ3)までの間I!r， 1， 2， 3の目全部が出ると

いう事象を表現せよ。

(c) (司， (1))の結果を利用して， (b)のさいころを n回 (nと3)ふって n回目陀はじめて 1か

らろまでの目が全部出るという確率を求めよ。
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(解答)昭和 48年度

午前の部

Xの確率密度関数は，

A e -Ax…・・….x>O

……Z三三0。
.・.F(X)=P(x<x)=f~ Ae-Axdx= [-e-Ax]O 

=1-e-Ax 

P (X乙a，X三三a+x)
P(X三三 G十xlX二三 a)= 

P(Xとa) 
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=1-e-Ax 

=P(X三五x) 

んは，第n-1保険年度で保険金支払事由のある確率だから，

Po= q 

(司2. 

n-k保険年度に保険金支払円

4n
 

1三五必三三 nー 2のとき，p必は第 n- 1 ， 

事由の発生がなく，かつ，第n-必-1年度K保険金支払事由の発生があるという確率と左る。

:. Tk = q T是 (p=1-O-とおいたo )r 

n-1年間全然，保険金支払事由がなとら左いという確率であり，P n-l 

第n年度の保険料の期待値
n ・1

= ~ A必PPk
k : 0 

=P{q三〉ハk+pn・lAn-1 }
k: 0 

Pn-lは，

tn-1 

(b) 

1-(P入)n ・1
=P{q' +(pA)n・1 } 

1-pA 
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3. との群団からランダムKとった人が保菌者であるという事象を A，検査Tiで陽性となる事象

をBiとする。

検査T1，T2で陽性，T3で非陽性という事象はBlBzB3
C

(司求める確率=P ( A I Bl BzBf ) 

P( A~B2Bf) 
P ( BdnI五)

P( A BIB2Bj) 

P ( A BIBzBf) + P ( ACB1B2Bf) 

p(A) P C B1 Bz Bf 1 A) 
P ( A ) P ( B1BzBf I A ) + P ( AC ) P ( B1B2Bf I AC) 

= (→) 

B1， B2' B3は独立だから

P ( B1B2Bf I A ) = P ( Bl I A ) P ( B2 I A ) P ( Bf I A ) 

=b1b2( 1一九)

G h1 b2 ( 1 -b3 ) 
・.(→)= 

(同求める確率=P ( B4 I Bl B2Bf ) 

P( BIB2BfB4 ) 
P (弘B2Bi)

C3 ) 

P( A ) P ( Bl BzBfB4 I A ) + P ( AC) P ( ~ B2BfB4 I AC ) 
P ( A ) P ( BIB2爵 IA ) + P ( AC) P ( Bl B2鴎 IAC)

a b1 b2 ( 1 -b3 )九+( 1 -a ) cl C2 ( 1 - C 3) C4 
a b1 b2 ( 1 .-b3 )十( 1 -a ) cl c2 ( 1 -C3 ) 

午後の部

4. 利益Yは，

Y=bX-an ・H ・H ・..X三n

=(b-a)n:….Xミn
lL. AX ∞入Z

.・.EY=e -A L (bx-an)一一+( b-a) n e -A L一一
X: 0 . x ! X: n+l X ! 

n ). X 

= b e -A 2: xニ anπ0+ ( b --a ) n ( 1 -π'0 ) =(→) 
X:O X ! 
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乙と~，芝広三こ=入き μ- 入玄~ Aこ
xニ x! x:1 (x-1 ) ! X-~O x ! 

g-kEziこ=同
X:O x! 

人(→)= b入π1-an π。+(b-a)n(1-π。)
=b入π'1- b n 7[0 + ( b-a) n 

5. (.a) P ( A + B + C ) = P ( ( A + B ) + C ) 

=P(A+B)+P(C)-P((A+B)C) 

=P(A)+P(B)-P(AB)+P(C)-P(AC十BC ) 

=(→) 

乙と~， P(AC+BC)=P(AC)+P(BC)-P(ABC) 

人(→)= P ( A ) + P ( B ) + P ( C ) -P ( A， B ) -P ( A C ) -P ( B C ) + P (A 

B C ) 

(b) A長1A長2 Aお (=(Anl+ An2 + An3 ) c ) 

(c) 求める確率は，

pn =p  (Ah1 Ah2 Ah3 ) 

として，pn-pnつである。(h = 0と定義するJ

P n = 1 -P ( A n1 + A n2十 An3) 

(司の結果から

P ( 2: Ani ) =2: P ( Aηi ) -2: P ( Ani Anj)十 P( A n1 A n2 A n3 ) 
i:1 i<j 

i， jε{ 1， 2， 3 } 
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ここ

だから

ん=1-5(31n十 3(t)n 

人 Pn-Pn-1 ム Pn-1

=-5(3-1)(3)n-l+3(ま-1)(-t)n-1
=(3)n-1-2(t )n-1 

=ポォ(2 n -2ー 1) 
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